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　８月８日、早朝から賑わう「東京都中央卸売市場大田
市場」で、下妻産「梨」のPRを行いました。
　当日は、草間JA常総ひかり組合長、飯塚県議会議長、
稲葉市長が、市場関係者にトップセールスを行い、稲葉
市長はあいさつの中で「今年も美味しい梨ができ、８月
から下妻産甘熟梨のジャムを使った『ランチパック』や
『梨のリキュール・プレミアム』『梨のカスタード大福』
が販売され、下妻産梨のブランド化を高めるために、市
も積極的に支援していく」とアピールしました。
　今年は例年よりも天気に恵まれ、糖度が12度以上も
ある下妻産「梨」は、市場関係者から「久しぶりの美味
しい梨だね」「甘みも十分」と太鼓判の評価を得ました。
　また、会場をJR錦糸町駅北口のショッピングモール
に移し、古河市出身のお笑い芸人「ピースの綾部さん」
や、下妻発ご当地アイドル「しもんchu」、「ロリータの聖
地下妻プロジェクト委員会」からロリータ服を身にま
とったメンバーなどのサポートを得ながら下妻産「梨」
のPRを行い、試食した買物客からは「美味しいね」「み
ずみずしくて甘い」などの声が聞けました。
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下妻からの新鮮な野菜などがならぶ下妻ファーム

　昨年７月に千葉県浦安市にオープンした下妻市アンテ
ナショップ「下妻ファーム」が７月29日、オープン１周年
を感謝したイベントを開催し、買い物客などが「たまご
のつかみどり」「じゃがいもの詰め放題」などのお得な
催しを楽しみました。
　店内に掲示した１周年記念のメッセージボードには、
「新鮮な野菜とスタッフの笑顔に、いつも元気をもらっ
ています」「これからも珍しい野菜や下妻の産物をお願
いします」などとお客様からの励ましや心温まるメッ
セージが届きました。
　国府田まゆみ店長からは「オープンから１年が経過し、
固定客が増えてきています。お客様の信頼を裏切らない
よう、『下妻の野菜で体を元気に、接客で心を元気にし
よう』のコンセプトでスタッフ一同頑張っていきます」と
力強い抱負が聞けました。

下妻市アンテナショップ「下妻ファーム」が
オープン１周年を迎えました

産業振興・地域交流

反射材を身に付けた「キラリリーダー」の皆さん

　下妻警察署長と下妻市長が８月８日、市役所第二庁舎
で、老人クラブの代表者等で指導的立場にある役員13
名に「反射材着用推進リーダー（キラリリーダー）」を委
嘱しました。高齢者による夕暮れ時の交通事故が多いこ
とから、「キラリリーダー」自らが反射材用品を着用して
外出し、会員や近隣の高齢者などに、反射材の着用促進
を図るものです。
　委嘱式の後には、茨城県警本部交通企画課が設置した
「歩行環境シュミレータ」で、役員5名が横断歩道の渡
り方を体験し、横断前の左右確認に加え、横断途中にも
左右確認が必要であることを確認しました。
　下妻市老人クラブ連合会の小倉房義会長は「自分でも
自転車に乗るときに反射材を身に着け、みんなが集まる
場所で反射材の必要性を積極的に説明していきたい」と
話していました。

夜間は反射材の着用を
反射材着用推進リーダー13人を委嘱

交通安全

こく ふ だ

JR錦糸町駅北口のショッピングモールでのPR活動

都心で下妻産「梨」をPR
産業振興

　９月１日から、公共施設の管理活用等を推進する組織
として、市の財政課管財係が、財政課「施設経営係」に
変わりました。
　高度経済成長期に建設された公共施設等が、老朽化
により更新時期を迎える一方で、人口減少や少子高齢化
等により今後の公共施設等の利用需要が変化していき
ます。
　限られた財源の中、市庁舎をはじめ、学校施設、市営
住宅等の全ての建築物のほか、道路、橋、上下水道等の
土木インフラを含む公共施設等の機能を維持保全して
いくには、長期的な視点で更新、統廃合、長寿命化を行
うことで、公共施設全体の最適化を図らなければなりま
せん。
　「施設経営係」は、従来の管財係の業務に加え、今後
「公共施設等総合管理計画」を策定し、計画に基づき、
組織横断的な視点から公共施設等の総合的な経営管理
を行います。

公共施設等の総合的な管理計画を策定します
行財政改革
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を訓練する地区住民
（平成25年下妻市防災訓練で）
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昭和61年8月の台風10号による水害で避難
した地区住民（高道祖小学校体育館で）

市職員が開設し、非常食料や発電機などの避難所資機材を備蓄しています。

１ 下妻地域

２ 大宝地域

３ 騰波ノ江地域
４ 上妻地域
５ 総上地域
６ 豊加美地域
７ 高道祖地域
８ 蚕飼地域
９ 宗道地域
10 大形地域

総合体育館
下妻小学校
下妻中学校
大宝小学校
東部中学校
騰波ノ江小学校
上妻小学校
総上小学校
豊加美小学校
高道祖小学校 ※
やすらぎの里しもつま ※
宗道小学校
千代川中学校
大形小学校

本城町3－36
下妻乙386
長塚乙38－1
大宝625
大串930-1
若柳甲644
半谷426
小島1116
加養119
高道祖2638－1
大園木251-1
本宗道120
鎌庭2777
別府 230

地　域 名　　称 所在地
１ 下妻地域

２ 大宝地域
３ 騰波ノ江地域

４ 上妻地域

５ 総上地域
６ 豊加美地域
７ 高道祖地域

８ 宗道地域
９ 大形地域

多賀谷の郷
大町コミュニティーセンター
長塚農村集落センター
坂井新農村集落センター
騰波ノ江市民センター
神明集落センター
数須新農村集落センター ※
上妻市民センター
大木農村集落センター
桐ヶ瀬農村集落センター ※
赤須集落センター
働く婦人の家
豊加美市民センター
高道祖市民センター
高道祖本田農村集落センター
千代川運動公園ふれあいハウス
皆葉生活改善センター ▲
五箇集会所 ▲
村岡生活改善センター

下妻乙823－1
下妻丙154
長塚477－1
坂井38－1
若柳甲284
神明122－1
数須152
柴29
大木633
桐ヶ瀬80
赤須842
今泉240
加養98
高道祖1002
高道祖4557
鬼怒257
皆葉2374－2
五箇249
村岡1035

補助避難所
上記「基幹避難所」の避難状況等を見て開設される補助的な避難所です。
まずは、最寄りの「基幹避難所」への避難を準備してください。

※洪水時を除く　▲地震時を除く


